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難解で､たとえ理解できたとしても､デカルト､ニュートンが鮮やかに解いて見せた問題以外に
同じ方法が適用できるのかどうか決して明らかではなかった｡
18世紀の西洋で大きな成果を挙げた数学者の数は多くはない｡その中の一人ラプラスは土星､
木星などの惑星の運動がケプラーの法則からずれているのはニュートンの基本法則が正しくない
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の数学科の数学は大嫌いのようであったがラプラスのこの仕事は評価しておられた｡また､ラプ
ラスは古典確率論を体系化した後､その仕事の意味を一般の人々に理解してもらうための序論を
書き加えて出版した｡この伝統はポアンカレに及ぶ｡
この講演記録は講演の順序の通りに配列した｡一日の終わりは目次にスペースを入れて示し
た｡第3日を｢18世紀の数学｣に当てた｡当日は3番目に｢ラプラスの1774年の最初の論考一
第二変分の導入の試み｣と題する佐々木力氏(東大･総合文化)の講演があったのであるが､
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後には佐々木氏の司会のもと｢21世紀の数学の役割｣と超してシンポジウムを開催した｡この記
録はどなたにもお願いしなかったので､ここには何も残せないが､私がこのような自由討論会を
企画した意図は上に書いた通りである｡
最終日の私の講演記録は実際の講演とは異なり｢解見題之法｣と｢解隠題之法｣の山路主住本
の復元本が主な内容になっている｡当日の講演は既に出版した前回の研究集会の記録｢数学史の
研究｣数理解析研究所講究録1392(2004年9月)の付録(pp･209-249)とほぼ同じである｡こう
なった錐削rついて詳しくは前回の付録と今回の講演記録の本文を見ていただきたいが､前回発
表した後藤武史と私の共著論文｢17世紀日本と18-19世紀西洋の行列式､終結式及び判別式｣
が日本科学史学会の機関誌｢科学史研究｣に掲載不可の判定を受けたときに付せられてきた
｢審査結果｣が不当であるとして､この書き直しを求めた山崎正勝編集委員長宛の私の書簡
(2003年9月19日付け付録pp.209-213に収録)に対して未だに返事がないためである｡この
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前回の付録に掲載した｢解伏題之法｣と今回の｢解見題之法｣｢解隠題之法｣の山路主住本の
復元本を作成する過程で最近のワード･プロセッサp乃至はDeskTopPublishingの急速な
進歩を知ることができた｡数学論文の組版は昔から特殊な技術を必要としたが､この費用の
高騰で出版ができなくなるという危機をDonaldE.Knuth教授がTbXを発明することに
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れ　結果的には著者が組版までした原稿を提出する形になっている｡一方､日本語の出版では
これまで写植で版を作っていたのがコンピュータによって直接製版するDTPに急速に移行
しており､特に最近はAdobe社のInDesignを使った組版が普及してきた｡今回発表する
｢解隠題之法｣もこれで作ってみた｡手間は普通のワード･プロセッサーと大差なく､ありがた
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らは本格的な出版のための版も直ちにできる｡ただ､今のところTbXとの互換性はない｡
研究集会の最後には｢DTP時代の数学史研究の出版｣と題してシンポジウムを開き､この辺
の知識の交換を図った｡渡辺純成君の司会で行い､その報告を兼ねて啓蒙的な文章を寄せても
らった｡このときは話題にならなかったが､ⅩMI｣というデータベース用のタグ付きファイルの
▲肌八八ナ>士日放ふ寸土ヨ=れ　　立に邑日加詮壬と｢布一紆口1･せ一･Z､⊥†∵乙ネヾ山一7▲凄ナントら､7苛泉ス　独尊由lサ法､壬日田｢布き
-乃又ロコ/d･六札11丁/J■八二d､ソ･　布目囲J不匹P心　しっ不′1コ　ツ'qノ　｣｣-■J/ゾ1LLl＼･し-/し⊂hノ＼･t4-ノ'Q′0　ルヽ｣JL･t､~`しノ′ltJノIJ､･し
そうなので､次回はこのようなことも話題にして欲しい｡
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